
北毛青少年自然の家キャンプ場 MAP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北毛青少年自然の家キャンプ場は山に囲まれた自然豊かなキャンプ場です。それゆえに自

然特有の注意点があります。施設整備を行っていますが、もし危険箇所がありましたら近寄

らずに安全確保につとめ、事務所までご連絡ください。 

②荷物を各炊飯棟へ 
リュックサックなど

の手荷物は各炊飯棟

のテーブルかスチー

ル棚へ置いてから各

係の準備にとりかか

ります。 
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    坂道注意！マーク 

坂道になっています。転倒し

ないようにご注意ください。特

に食器など重たいものを持っ

ての移動にはご注意ください。 

管理棟前広場 

○ゴミはきちんと処理しましょう。 
○野生動物、毒虫や危険生物に注意す

る。近づいたり刺激したりしない。 
○あしもとに注意し、崩れる危険があ

る場所には近づかない。橋も滑莉安

いので慎重に渡ろう。 
○頭上に注意し、倒木や枝の落下の危

険がある場所には立ち入らない。 
※故障、危険箇所がありましたら、事務

室までご連絡ください。 

掲揚塔 

①必要な荷物の確認 
エプロン、三角巾、マスク、 
軍手、水筒、雨具、常備薬 
リュックサック等 

※ 忘れ物防止のため説明場

所での着替えをおすすめ

しています。 

炊飯棟へ 
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＜食器庫に返すもの＞ 
○まな板×２ ○包丁×２（包丁ケースに入れて） 
○ざる ○ボウル ○おたま ○ピーラー×２  
○ずんどう ○はんごう 

お米の係② 
ここで「お米」を北毛職

員からもらうよ。スムー

ズにもらえるように伝

える言葉「○○班、△人

です。こっちのはんごう

には○合、こっちのはん

ごうには○合くださ

い。」を考えておこう。 

お米の量は基本、人数

マイナス２合が標準だ

よ！大人（先生）の分も

忘れずにね！ 

管理棟にはみんなが調理するのに必要な道具が用意され

ているよ。この図を読み取って、道具の準備や後片付けをす

ばやくやろう。返すときには次に使う人の気持ちになって、

きれいに洗ってきちんと拭いて返そう。 

食器の係「カゴ運び」 
「お皿」と「スプーン」の入

っているカゴを持っていく

よ。各棟に１つ、カゴが用意

されているから長机の上にあ

るカゴを 

持ってい 

ってね。 

食器の係「カゴ運び」 
「洗剤」「スポンジ」「ゴミ

袋」「新聞紙」の入った黄

色いカゴを持って行く

よ。各棟に１つ、カゴが用

意されているから長机の

下にあるカゴを持って行

って 

ね。 

火の係③「一輪車運び」 
調理が終わったらここから

各棟に１台、一輪車を持って

行って、食事のあとに炭や灰

を「灰すて場」に片付けよう。 

やけどや火事に注意！ 

管理棟 

火の係①「まき運び」 
 まき小屋から各班１たば、「まき」を持って行くよ。まきが

あまったら、またここに返しにきてね。まきをしばってある

「針金」は入り口に立っている棒のところに返してね。 

お米係① 
食器庫から「はん

ごう」をもってから

お米をもらいに行

くよ。はんごう１つ

で４合までしか炊

けないから北毛の

職員と相談して必

要な数だけ持って

行こう。 

まき小屋 
カレー係① 

「カゴ運び」 
「まな板」や「お鍋」が

入っている青いカ 

ゴを持っていくよ。自 

分の班の

ものを持

って行っ

てね。 

カレー係②「片付け」 
使い終わったものから洗っ

て、よく拭いて、食器庫の係員

まで持って行ってチェックして

もらおう。「ＯＫ！」がもらえた

ら食器庫の中に入って、きちん

としまおう。 火の係②「カゴ運び」 
「なた」の入ったカゴを持

って行くよ。各棟に１つ、

長机の下にあるカゴを持っ

て行ってね。 

返すときはこの 

カゴに全部集め 

てから元の場所 

に戻してね。 

お米係③ 
食事が終わったら「は

んごう」をきれいに洗っ

て返すよ。よく拭いて、

食器庫の係員まで持って

行ってチェックしてもら

おう。「ＯＫ！」がもらえ

たら食器庫の中に入っ

て、きちんとしまおう。

返すときにはもとあった

ように返そう。 

一輪車 



 
１，管理棟前の机から 青いかご（自分の班の番号）を持ってこよう。 
  
 
 
 
 
 
 
 

２，ずんどうなべの準備をしよう。（この作業をしておくと片づけるときに洗いやすくなるよ） 
             

① なべをひっくり返して新聞紙の上に置く。 
                  

② クリームクレンザーを手につけて、左の図の赤線くらいまでなべ

全体に塗る。 
 

③ 机のはじにおいてかわかす。 
 
  

３，じゃがいもを洗おう。 

   

４，調理台またはテーブルに野菜を切るための道具を出そう。  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５，野菜を切ってなべに入れよう。 

① 野菜を切る。  
 

 
 
 
 
 
 
 
② 切り終わった野菜をザルに入れて水で洗う。 

 
③ 野菜をすべてなべに入れる。 

 
④ 肉は切ってあるのでそのままなべに入れる。 

 
６，具を煮よう。 

① 具がひたひた（具材がかくれる程度）になるまで水を入れる。5 人で１リットルくらいが目安。 
 
 
 
 

カレー係 

＜かごの中に入っているもの＞ 
○まな板×２ ○包丁×２ 
○ピーラー×２ 〇しゃもじ×２ 
○ずんどうなべ ○ボウル ○ザル  
○お玉 〇お玉置き用小皿 
   

 
指を切らないように注意！ 

そえる手の指を丸めます。 

大きいと火が通りづらいので小さく切ろう。 

必ず水の量を北毛の人にチェックしてもらおう。 

使わないものは青いかごにしまって、作業スペース

を広く使おう。 

乱切り うす切り or くし切り いちょう切り or半月切り 
※包丁やピーラーで「め」をとる 

 赤線より下とふたはぬらない 



② フタをして火にかける。 
 

 
 
 
③ 具材が煮えてきたと思ったら、お玉でジャガイモを 

すくい、竹串を刺してゆで加減を確認する。 
  

 
  

 
 
７，ルウを入れよう。 

① ルウを入れて素早くよく混ぜる。 
 

② 必要に応じて水を足し、味や固さの調整をする。 
 
③ 調整できたら再び火にかけて温め、焦げないよう混ぜる。 

     

８，盛りつけよう。 

① 調理台になべしき（木の板）を敷く。 
   
② なべを運ぶ。班の人に軍手を借りて二重にして、 

周りにいるひとに「カレー通ります！」と声をかけながら気をつけて運ぶ。 
   
③ なべしき（木の板）の上にずんどうなべを置く。 

   
④ カレーを盛りつける。 

   
⑤ 空になったなべは、カレーがかわいて固まる前に、 

水で軽く洗って、水を入れておく。 
 
９，片付けをしよう。 

① 黄色と緑のスポンジを使ってみがく。 
スポンジの緑の面に粉クレンザーをつける。 

 
② なべ全体を磨く。 

 
③ 磨き終わったらクレンザーを流してふきんでふいて乾かす。 

（ふきんにすすが付いたらもう一度洗う。） 
 
④ ずんどう鍋とはんごう以外のものはネットのスポンジと液体洗剤で洗う。 
 
⑤ 洗い終えたら管理棟で北毛の人にチェックをしてもらい，合格したら食器庫に片付ける。 

 
⑥ 炊飯棟には三角コーナーとハンドソープのみ残し，それ以外はすべて管理棟に運ぶ。 

チェックのポイント 

 

 

 

 
危ないので必ず１人で運びます。 

具を煮ている間に洗い物をするといいね。ネットの

スポンジと液体洗剤で使った道具を洗おう。洗った

道具はふきんでふいて青いかごに戻すよ。 

ジャガイモに竹串がスッと刺さったら OK。 

竹串は片づけのときにも使うので捨てないでね。 

水を入れすぎないように注意しよう。 

中をゆすいで水を捨てる時は必ず，三角コーナー

に捨ててね。そのまま流すと排水こうに野菜がつま

っちゃうよ。 

・なべの内側にカレーの跡が残っていないか 

・「とって」の部分や細かいところにすすが残っていないか 

・ふたの「ふち」にすすが残っていないか 

粉クレンザーが水で流れてしまうのでスポンジの

水をよく切ってからつけよう。 

なべしき 

 大人になべを近くに移動してもらおう。 

ビニール袋がなべにつかないようにしよう。 



 
１，必要な道具を用意しよう。 

① 管理棟の食器庫からはんごうを持ってこよう。 
  
 
 

 

 

 

 
 
                   

 

２，お米をもらおう。 

① お米は、小学生は…「（班の人数－２）合」 
中学生は…「（班の人数－１）合」で計算する。 

 
②  管理棟に行って班の番号と必要なお米の量を伝えよう。 

 
 
 
 
 

お礼の言葉も忘れずに。 
３，お米を洗おう。 

① お米が１㎝隠れるくらい水を入れる。 
 
② 指を立てて、はんごうの中で２０回かき回して、白くなった水を捨てる。 

 
③ 新しい水を入れて②を３回繰り返す。 

 
４，水を入れて、火にかける準備をしよう。 

①  はんごうの中に水の量の印があるので、 
その印より１ｃｍほど多くいれよう。 

（３合の場合は線と線の間を目安にする。） 
 
② ふたをして、はんごうのまわりをよくふく。 

 
③ よくふけたらクリームクレンザーを手につけて、はんごうにぬる。 

  「とって」の部分も忘れずにぬる。 
 
④  ぬり終わったら火がおきるまでおいておく。 

 
 

５，火にかけよう 

① はんごうを火にかける。最初から強めの火で一気に炊きあげる。はんごうを移動する場合は   

フックを使う。 
 

② はんごうの変化を見る。 
   フタのすきまから水や蒸気が出る →泡が出る →湯気が出てご飯の炊けるにおいがする。 

米の係 

先生が入る班は先生の数も忘れずに計算しよう。 

持っている人とぬる人に分かれて、２人で協力する

と底の部分もうまくぬれるよ。 

 
   班、   人です。 

こっちのはんごうには   合、こっちのはんごうには   合ください。 

管理棟の「食器」と書いてある部屋（写真左）に入

って必要な数だけはんごうを持ってくるよ。 

 はんごうは１つで３合まで炊けるよ。 

自分の班ははんごうがいくつ必要かな？ ←この辺りにあるよ 

水を入れたら火にかける前に必ず北毛の人に見て

もらおう。 



 
③  先生にはんごうを開けてもらい、ご飯の様子を見る。よければかまどのはじで少し蒸らす。

（「蒸らし」をすることでご飯がふっくらする。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６，はんごうを運ぼう。 

① 軍手をして、フックではんごうを火からおろす。周りに声をかけながら気をつけて運ぶ。 
 

② 調理台に新聞紙をしき、フタをしたまま調理台の新聞紙の上におく。 
 
７，ご飯をもりつけよう。 

① ご飯をほぐす。友達に軍手をしてもらい、はんごう 
を押さえてもらう。 

 
② ご飯をもりつける。はんごうにご飯を残さずに 

全部もりつける。 
 
③ はんごうに水を入れて流しに置いておく。 

   
８， 片づけよう。 

① 黄色と緑のスポンジを使ってみがく。 
スポンジの緑の面に粉クレンザーをつける。 

 
② はんごう全体を磨く。 

 
③ はんごうの中に「ごはんつぶ」が残らないよう気を付けて洗う。とりづらい汚れは、竹串も

使ってきれいにする。 
 

④ 磨き終わったらクレンザーを水で流してはんごうをふきんでふいて乾かす。 
ふきんにすすが付いたらもう一度洗う。 
 

⑤ ずんどう鍋とはんごう以外のものはネットのスポンジと液体洗剤で洗う。 
 

⑥ 洗い終えたら管理棟で北毛の人にチェックをしてもらい，合格したら食器庫に片付ける。 
 

⑦ 炊飯棟には三角コーナーとハンドソープのみを残し，それ以外はすべて管理棟に運ぶ。 

  
チェックのポイント 

 
 

 

ご飯が固いけど、 
はんごうにもう水分が 
ない。 

ふたを開けたら水分が 
多かった。 

もう一度ふたをして火にかける。 

お湯を足してもう一度火にかける。 

ご飯が固かった。 

水を捨てるときは必ず三角コーナーに捨ててね。そ

のまま流すとお米が排水こうにつまっちゃうよ。 

もりつける人はお皿にススがつかないように注意を

しよう。 

粉クレンザーは水で流れてしまうのでよく水を切ろう。 

・はんごうの中に米粒や、ねばりけが残っていないか 

・とってや金具の部分に、すすが残っていないか 



１，必要な道具を用意しよう。 
① 管理棟から「なた」をかごごと持ってくる。（棟で１つ） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
② まき小屋から「まき」を持ってくる。 

 
 

 

 

 

 

 

２，セッティングしよう。 

自分たちが使う「かまど」のとなりをまき置き場にする。 
 
３，火をおこそう 

① 割りやすそうなまきを選ぶ。 

 

 

② 軍手を利き手と反対の手に重ねてつけ、なたで細いたきぎを１５本くらい作る 
   
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              
③ かまどで新聞紙、まき、細く切ったたきぎ、マッチを使い、火をつける。 

 
 
 
  

なたの入ったかごをもってきてね。返すときも

このかごに入れて管理棟まで返しに来てね。 

火の係 

決して火をいたずらに使ったり、遊んだりしな

いこと。 

ふしがなくて、薄い木を選ぼう。 

まきを運ぶときは軍手をしよう。とげが刺さる

かもしれないよ。 

絶対に「なた」だけをふり下ろさないこと。 

必ずまきと「なた」を一緒に持ち上げること。 

「なた」が自分の足に当たるのを防ぐために足を

開いてまきを割ること。 

かまど↑ ↑まき置き場 

まずは自分たちで挑戦してみよう。 

つかなかったら助言をもらおう。 

下の土台にまきを打ち付ける瞬間にまきを持っ

ていた手をはなすこと。 

 
必ず大人が見ているところでまき

割りをしよう。 

鳥居（とりい）の形にまきを置く 



④ たきぎに火がついたら、火力を調整する。（だんだん太いまきをくべる）。 
 
 
 
 
 
⑤ ご飯が炊きあがりそうになったら、まきは足さずに燃え尽きるようにする。 

  
４，片付けよう。 

① あまった「まき」や束ねるのに使っていた「針金」は「まき小屋」へ返す。 
 
② 管理棟の西側にある一輪車を１台持ってくる。 

 
③ かまどの灰や炭を集めて、一輪車の荷台に乗せる。 

   火ばさみ、スコップ、ほうき、十能（じゅうのう）を使って炭や灰を集める。 
 
④ 消火を確認して B 棟トイレ横の「灰捨て場」に捨てる。 

 
⑤ 炊飯棟のゆかをほうきで掃く。 

 
⑥ 道具を片付けて終了。 

 

はんごうのふたの高さくらいまで火を大きくし

よう。 

池 
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十能（じゅうのう） 

 
かまどにある鉄の網（グレーチング）は重い

ので子どもは絶対に動かさないでね。 




